


























































































































































































































E！ 1．80 15．31 ＊　＊
E（E） 0．47 48．60 ＊　＊
一e 2．27 27．73 ＊　＊
1ノ 11．80 0．78 ＊　＊
1（1） 18．36 2．74 ＊　＊
一
i 13．67 0．47 ＊　＊
M！ 16．25 3．36 ＊　＊
M 20．55 0．31 ＊　＊







E－A％ 4．54 91．64 ＊　＊
1－A％ 43．83 3．99 ＊　＊
M－A％ 51．63 4．37 ＊　＊
0－D％ 29．85 19．45 ＊　＊




一1％ 4．77 2．19 ?
　
E＋1％ 5．08 3．91一一E－E％ 0．16 46．88 ＊　＊
一1－1％ 13．59 0．55 ＊　＊
一



















































































































評点因子 期待水準 非期待水準 有意差
Eノ 2．3 13．3 ?
E 0 50．0 ＊　＊




Mノ 14．1 0 ＊　＊
M 35．9 0 ＊　＊
m 41．4 2．3 ＊　＊
評点カテゴリー 期待水準 非期待水準 有意差
E－A％ 2．3 96．1 ＊　＊
1－A％ 6．3 1．6







































評点因子 期待水準 非期待水準 有意差
Eノ 0 3．1
E 0 31．3 ＊　＊
e 16．4 62．5 ＊　＊
1ノ 0 0
1 0 0
i 18．0 3．1 ＊　＊
M！ 0 0
M 39．8 0 ＊　＊
m 25．8 0 ＊　＊
評点カテゴリー 期待水準 非期待水準 有意差
E－A％ 16．4 96．9 ＊　＊
1－A％ 18．0 3．1 ＊　＊



























e 1．6 25．0 ＊　＊
1ノ 4．7 0






…1 42．9 141 ＊　＊
一
E十1 42．9 18．8 ＊　＊『　E－E 0 56．2 ＊　＊へ1－1 32．8 0 ＊　＊
皿
（M－A）＋1 42．9 14．1 ＊　＊
一
評点カテゴリー 期待水準 非期待水準 有意差
E－A％ 1．6 85．9 ＊　＊


























評点因子 期待水準 非期待水準 有意差
Eノ 1．6 18．8 ＊　＊
E 0 70．2 ＊　＊
e 0 6．3 ?
1！ 1．6 3．9
1 64．7 0．8 ＊　＊
i 21．1 0 ＊　＊
Mノ 4．7 0
M 6．3 0 ?
m 0 0
評点カテゴリー 期待水準 非期待水準 有意差
E－A％ 1．6 95．3 ＊　＊
1－A％ 87．4 4．7 ＊　＊
M－A％ 11．0 0 ＊　＊
0－D％ 7．9 22．7 ?
E－D％ 71．0 71．0

























評点因子 期待水準 非期待水準 有意差












Q8．9 ＊　＊? ? ?
E 1．6 0．8?
0 0
E十1 1．6 0．8｝｝E－E 1．6 68．0 ＊　＊一1－1 3．1 2．3
一
（M－A）＋1 85．9 2＆9 ＊　＊
｛
評点カテゴリー 期待水準 非期待水準 有意差
E－A％ 11．0 68．8 ＊　＊
1－A％ 3．1 2．3
M－A％ 85．9 28．9 ＊　＊
0－D％ 95．3 28．9 ＊　＊















評点因子 期待水準 非期待水準 有意差
Eノ 1．6 16．4 ＊　＊
E 0 54．7 ＊　＊
e 0 20．3 ＊　＊








評点カテゴリー 期待水準 非期待水準 有意差
E－A％ 1．6 9！．4 ＊　＊
1－A％ 95．3 5．5 ＊　＊
M－A％ 3．1 3．1 ＊　＊
0－D％ 97．7 20．3 ＊　＊
E－D％ 2．3 59．4




























評点因子 期待水準 非期待水準 有意差
Eノ 2．3 53．1 ＊　＊
E 0．8 9．4 ?




Mノ 15．6 4．7 ?
M 76．5 0 ＊　＊
m 1．6 0
評点カテゴリー 期待水準 非期待水準 有意差
E－A％ 3．1 95．3 ＊　＊
1－A％ 3．2 0
M－A％ 93．7 4．7 ＊　＊
0一玉）％ 17．9 57．8 ＊　＊
E－D％ 78．9 9．4 ＊　＊

















評点因子 期待水準 非期待水準 有意差
E’ 0．8 32．8 ＊　＊
E 0 18．8 ＊　＊





M 21．9 0 ＊　＊
m 72．6 4．7 ＊　＊
評点カテゴリー 期待水準 非期待水準 有意差
E－A％ 5．5 95．3 ＊　＊
1－A％ 0 0
M－A％ 94．5 4．7 ＊　＊
0－D％ 0．8 32．8 ＊　＊
E－D％ 21．9 18．8





































E 1．6 11．7 ?
｝1 4．7 7．8
一






評点カテゴリー 期待水準 非期待水準 有意差
E－A％ 1．6 91．4 ＊　＊
1－A％ 98．4 8．6 ＊　＊
M－A％ 0 0
0－D％ 0 0
E－D％ 34．4 96．9 ＊　＊




























評点因子 期待水準 非期待水準 有意差
E！ 0 15．6 ＊　＊
E 0．8 33．6 ＊　＊
e 0 50．8 ＊　＊
1ノ 18．8 0 ＊　＊
1 3．1 0
i 6．3 0 ?
Mノ 39．0 0 ＊　＊
M 25．0 0 ＊　＊
m 7．0 0 ?
評点カテゴリー 期待水準 非期待水準 有意差
E－A％ 0．8 100．0 ＊　＊
1－A％ 28．2 0 ＊　＊
M－A％ 71．0 0 ＊　＊
0一一D％ 57．8 15．6 ＊　＊
E－D％ 28．9 33．6
N－P％ 13．3 50．8 ＊　＊
＊＊　P〈．Ol
＊　　P〈．05．　＊　＊　　P〈．Ol　　　　，
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う1度あたためて下さい」のような形をとるe反応について言えば，子どもの言語反応には全く
生起しないのである。他の場面にも存在しない事実だが，何らかの解決を母親に強要する方略は，
少なくとも子ども自身は現実の母親像と一致していないと言えるのである。M’反応やM反応が
幾分母親自身よりも高率なのは，おそらく子どもは欲求不満を抑えることが解決方法として最良
であり，またそのような形で慰めてもらいたい母親像を描いたからであろう。
　一方，これは極めて特徴的と言えるが，子どもが認める母親の非期待水準は，その総てが他責
的方向で占められた。「作り直してよ」「早くあたためてよ」のe反応，「こんな冷たいの飲める
か」「気が利かないね」のE反応，「冷めたい」「おいしくない」のEノ反応の順に比率が変化する
が，e反応とE反応は母親自身の水準と逆転している。今ひとつの特徴点を挙げれば，先に記述
したように母親自身の期待水準にe反応が認められるのに対し，子どもはそのような役割を投影
しないのである。母親自身は自分への非難・攻撃を回避する傾向を持つが，子どもは母親への強
要や依頼，依存をそれ以上に拒否するという立場をとっているのである。
? ?
　本研究は，RosenzweigのP－Fスタディ児童用の中から選択された母一子場面を材料に，小
学校6年生の児童64名に対して，反応の水準を子どもに対する役割期待という観点から2方向に
求めた。すなわち，子ども自身の立場から捉えた欲求不満解決行動における母親が期待する反応
水準，母親が期待しない反応水準である。これは筆者が以前に発表した「P－Fスタディ母一子
場面における母親の期待水準」に関する研究を補うものである。得られた主要な結果は以下の通
りである。
　（1）P－Fスタディ児童用に，10種：の母一子場面が認められた。
　（2｝母一子場面全体で出現し易い評点因子は，子どもから捉えた母親の期待水準では，M，1，
Mノ，母親の非期待水準ではE，e，　Eノなどであった。
　（3）母一子場面全体で出現し易い評点カテゴリーは，子どもから捉えた母親の期待水準では
M－A，1－A，母親の非期待水準ではE－A，E－Dであった。
　（4）母一子の個々の場面における子どもから捉えた母親の期待水準と非期待水準に出現する評
点因子および評点カテゴリーの比率は，それぞれの場面ごとに特徴的な値を示した。
　このような諸結果から，子ども自身が描く母親像として，概して母親に好まれる方向は無責的
あるいは自責的方向（型は3方向に分散），概して母親に好まれない方向は他責的方向で自我防
衛型であることが明らかになった。こうした具体的事実は，P－Fスタディによるパーソナリテ
ィの理解，さらに母子関係の臨床的解釈において重要な知見を提供するものと思われる。今後は，
P－Fスタディ児童用の母一子場面を基準にした母子関係指標を構築して行きたいと考えている。
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